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	5.研究目的
	（研究の目的・ねらい）
提携型ゲームのシャープレイ値の概念をリスク配分に適用する生産計画モデルをベースに，DEA(Data Envelopment Analysis)の併用によるリスク対応レジリエンス指向の新しい手法を理論的に導出するとともに，製造面，原材料調達面に影響される生産効率が向上する在庫補充政策が得られるツールの開発を行う．

	6.新規性､
　独創性
	（当該技術の先進性・独創性・優位性など)
従来の「確率で表現される目標値を制約にする方法」ではなく，信頼水準を所与としてリスク評価尺度にAVaR(Average value-at-risk)を用いた全く新しい，計画期間全体の想定される需要量を厳守するという意味で，「需要量のトータルな想定値を重視する方法」に基づく生産計画モデルが創造される．

	7.波及効果

	（期待される成果・効果､地域への貢献､産業界へのインパクトなど）
近年では，環境変化，不確実性など日常的なリスクへの対応が重要である．とりわけ生産管理分野では不確実な注文に対する在庫不充当がリスクと考えられ，これを考慮したレジリエンス (しなやかな回復力)な生産計画モデルの確立は急務である．

	8.実用化の
見通し

	（実用化に向けて解決すべき課題､実用化までの期間､既得特許など）
信用水準という新しいリスク評価尺度による在庫補充政策をツールとして実現した上で，県内協力企業での評価を経ることが実用化に向けた課題である．

	9.これまで
の研究経緯
・成果
	（研究テーマに関してこれまでの研究成果や共同研究の実績など）
International Journal of Japan Association for Management Systemsに掲載された“An Available Solution for Multi-period Production Planning with Constraints Based on Shapley Value”が日本経営システム学会「論文奨励賞」を受賞している．本研究はさらに発展させ，県内企業に貢献するものである．

	10.国内外に　
おける研究状況

	（提案された研究テーマの研究動向）
これまで，在庫品切れ確率を所与として安全在庫を求める方法，在庫保管コストと在庫品切れペナルティコストを所与としてコストを最小化する基点在庫を求める方法，在庫コストと期間全体の品切れ確率（未達率）を所与として多期間の生産計画問題を確率計画法として定式化して，未達率制約下でコストを最小化する方法などがある．本研究は金融工学で活用されているリスク尺度とゲーム理論の融合であり全く新しい生産管理の取組みである．
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	12.実施計画
・内容

	（研究の内容・年次計画・目標などを具体的に)
リスク指標としてAVaRを用い，協力ゲーム理論を適用して，多期間の生産計画問題について解を求める方法が提案されている．AVaRは不確実な需要量の分散の大きさから生じる在庫量の分布のすそ野の広がりによるリスクを表現するものである．生産期間の各期をプレイヤーと解釈し優加法性を満たすAVaRの負値をシャープレイ値配分することで期別の生産量を決定する．そのことで内示生産システムに適用した場合の在庫量，生産量の特性が明らかになり，対応する在庫補充政策を導くことができる．近年，IoT（Internet of Things）により種々のモノのリアルタイムの情報が得られ，リアルタイムの少し先の情報の予測がやり易くなったことで，これらを互いに活用することが効果的であると思われる．また，企業での内示情報などの「先行情報」の概念は経済的活性化の重要な役割を果すと考えられる．そこで，予測や先行情報に内在する不確かさをリスクとして考慮することができる生産効率化指向の新しい生産計画モデルの構築が研究内容である．このことにより，災害等の非日常的リスクや劣化，環境変化，不確実性等の日常的リスクに対応したレジリエンス (しなやかな回復力)を加味した生産システムの確立が実現できる．本研究では，生産システムの日常的なリスクとして，注文の不確実性から生じる不充足，すなわち「在庫品切れ」をリスクと捉え，レジリエンスを高めることを考える．
研究の年次計画は，第1段階において，AVaRを特性関数として計画期間トータルに想定される需要量をゲーム理論におけるシャープレイ値を用いて各期に配分する枠組みをモデル化し，期別の想定される需要量を導出する手順を決定する．次に，第2段階において，ゲーム理論の結果を時系列に展開して期別の生産量を求めるツールを開発するものである．
さらに，可能であれば，富山県内で本研究に興味をもっていただける企業において，本研究の成果を適用するためのすり合わせを行い実用化に向けて取り組むことで，提案モデルとツールの改善により，従来型の生産計画手法にとって代わるリスク対応型のレジリエンスを備えた新しい効果的な仕組みの提案を目標にしている．
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